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ICANN説明責任の向上の検討
• 2つの段階に分けて課題への対応を検討
• WS1で検討された対策へのStress Testの分析結
果も合わせて提出
• Work Stream1 (WS1)：

• IANA監督権限の移管までに対策が必要とされる課題
• 基本的には組織の意思決定の根幹に関わるコミュニティと
して重視する課題への対策

• IANA監督権限の移管に伴い直接影響を及ぼすものに限定さ
れない

• Work Stream2(WS2)：
• IANA監督権限の移管以降、長期的に検討する課題
• ICANNコミュニティにより対策の必要性が確認され、WS1
に分類されなかったすべての課題
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ICANN説明責任の向上の提案概要

1. ICANNの説明責任に関わる責務の確認(AoC)の
定款への反映

• 現状を変更するものではなく、既存のAoCの反映および使
命および基本的価値観明確化につながる

2. 基本的定款の導入
• ICANN基本的価値観・意思決定の核となるものを反映し、
変更にはコミュニティの承認を求めることでより高い閾
値を設定

3. 理事会決定への審議・再考プロセス見直し
4. 理事会へのコミュニティの権限強化

• 米国カリフォルニア州法に基づきこれらの権限を担保
• 既存の支援組織/諮問委員会の仕組みを基にこれらに会員
または代表者の権限を付与
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理事会へのコミュニティ権限強化

• 強化対象の権限
i. 理事会全体の解任
ii. 個々の理事の解任
iii. 定款変更の承認/棄却
iv. 予算および戦略/運用計画の棄却

• 既存のSO/ASベースでの会員制度の提案新たな
仕組みを設立するものではない

• 組織の安定性を重視し、コミュニティの権限
行使には高い閾値が設定されている
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ICANN説明責任強化に関する着目点

• コミュニティの権限強化の実現方法

• “Membership”(会員)モデルか“delegate”(代表者委任)
モデルか

• 任意団体の設立に伴う影響、既存の支援組織・諮
問機関の意思反映の担保

• コミュニティによるICANN訴訟権利の必要性
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今後のプロセス

• 継続検討中の提案におけるプロセス
• 名前に関するIANA機能提案：6月25日ICG提出
• ICANN説明責任向上提案：7月末第2版パブコメ、10
月ICANN理事会提出、その後NTIA提出

• 全体プロセス (ICGの発表)
• Step 0: Request for Communities to produce proposals
• Step 1: Communities Develop Proposals
• Step 2: ICG Develops Draft Response
• Step 3: Review of the Draft Response
• Step 4: Testing
• Step 5:  ICG Develops Final Response
• Step 6:  Final Response Review
• Step 7:  Proposal Delivery (ICANN理事会承認が必要)
• Step 8:  NTIA Approval

現在この段階
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IGCJ参加者への質問

• 国内フォーラムとして重視することは？
• IANA機能が移管後も円滑に維持されること？
• IANA機能の監督権限移管が目標期限までに実現さ
れること？

• ICANNの説明責任がIANA機能の監督権限の移管と同
時に強化されること？

• 国内からのコメント提出の必要性はあるか？
• JPNICからは名前機能、番号資源機能に関する提案
、ICANN説明責任強化に向けた提案へ意見提出実施

• 今後以下のタイミングでコメントの機会あり
• 説明責任強化提案第二版へのコメント募集(7月末)
• ICGが統合する提案へのコメント募集(時期未発表)
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